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話題提供

3Dモデルを⽤いた橋梁点検の効率化技術の地域実装
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2022年度⼟⽊学会 新技術の地域実装促進に関わる研究助成
「3Dモデルを⽤いた橋梁点検の効率化技術の地域実装」⼭形県南陽市の管理橋梁を
⽤いて実証試験を実施

研究代表者︓
共同研究者︓

（3Dモデルの構築検討）

（3D点群処理システムの適⽤検討）

（技術検証、効率化効果の確認）

（現場適⽤）

⾒学会の様⼦（2023年8⽉30⽇）
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G2 G3

静⽌画
切り出し

撮影距離︓
約1.76m

対物画素⼨法︓
0.8mm/pixel

ドローンによる動画撮影（動画）
桁中央からP1に向かってG2〜G3間を撮影

静⽌画15枚
画素数︓3840×2160ピクセル

フォト
グラメトリ

3Dモデル

中規模橋梁の床板と桁︓ドローン撮影→3Dモデルの構築

桁⻑:27.55m
桁⾼:約5ｍ
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中規模橋梁の床板と桁︓3Dモデル→変状の確認

3Dモデルを⽤いた変状の確認（動画）
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3Dモデルを⽤いた変状⼨法の算出（動画）

画像
出⼒

点検調書等に活⽤

顕著な変状はなし
幅0.1mm以下のひび割れに対する
チョーキング⻑さを計測

拡⼤
表⽰

中規模橋梁の床板と桁︓3Dモデル→変状⼨法の算出
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ドローンによる撮影動画から切り出し
静⽌画34枚

画素数︓3840×2160ピクセル

対物画素⼨法︓
0.6mm/pixel

3Dモデル

撮影距離︓
約1.36m

フォト
グラメトリ

中規模橋梁の橋脚側⾯︓ドローン撮影→3Dモデルの構築
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3Dモデルを⽤いた変状の確認と
変状⼨法の算出（動画）

幅0.2mm以上の
ひび割れ⻑さを計測

点検調書等に活⽤
ひび割れはAI⾃動認識に対応の予定

拡⼤
表⽰

画像
出⼒

中規模橋梁の橋脚側⾯︓ 3Dモデル→変状⼨法の算出
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中規模橋梁のP1〜P2間︓ 3Dレーザースキャナ→3Dモデルの構築

フォトグラメトリの場合との⽐較
・より精緻な3Dモデル表現が可能
・橋梁全体など、より広範な3Dモデル構築が可能
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⼩規模橋梁の全体︓ iPhoneカメラ撮影→3Dモデルの構築と活⽤

3Dモデルを⽤いた変状の確認（動画）

桁⻑:6.9m、桁幅:4.6m、桁⾼3.2m
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3Dモデルを⽤いた変状⼨法の算出（動画）

⼩規模橋梁の全体︓ iPhoneカメラ撮影→3Dモデルの構築と活⽤
桁⻑:6.9m、桁幅:4.6m、桁⾼3.2m
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インフラ情報マネジメントシステム概要
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インフラ情報マネジメントシステムの補修設計機能
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3Dモデルの活⽤︓3Dモデル→変状図、変状⼨法

3Dモデルに変状⼨法を記載→画像出⼒ インフラ情報マネジメントシステムに読み込み、変状図や
概数発注⼯事向けの簡易補修図に活⽤

インフラ情報マネジメントシステム

拡⼤

鉄筋露出

活⽤


